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t
γ

に
一
り
ま
す
o

そ
の
出
川
一
世
り
山
川
、
単
一

2
Jに
、
同
川
判
お
よ
び
手
一
;
ム
げ
ま
す
レ

一
こ
の
給
食
事
業
ー
は
学
童
の
備
一
催
に
き
た
し
、
戸
ボ
l
引
新
一
件
一
要
性
は
、
き
」
以
も
思
の
両
ぃ

E
U山
間
十
費
、
を
も
り
て
究
八
主
一
刺
一
管
内
不
振
の
た
め
の
転
車
笠
宮
川
一
一
角
ん
ず
く
、
特
沖
薄
弱
旧
ん
や
、
一
よ
る
都
千
と
照
明
灯
の
調
和
が
十
加
お
は
ん
ハ
川
円
、
八
九
七
、
八
一
任
刊
以
江
混
増
以
は
あ
り
ま
せ
一
公
共
事
業
主
益
企
図
る
に
一

L
食
主
正
、
体
位
の
向
上
浩
一
の
}
撃
に
絶
好
長
で
あ
り
ま
一
の
こ
と
く
、
今
夜
ぜ
い

2
王
子
補
給
立
行
い
、
県
補
助
金

L
宝
の
傾
問
に
か
ん
が
み
、
ど
身
体
障
害
児

2
2
t児
一
日
の
清
流
に
拙
写
す
る
景
観
一

0
0円
で

T

Tす
る
三
ん

Q

一
は
市
慌
に
盟
主
ゆ
る
よ
り
一

日
…
益
ず
る
と
こ
ろ
極
め
て
多
〈

70
幸
い
、
本
か
た
お
い
て
は
一
じ
ま
せ
ん
u

一
入
品
、
七
分
五
肢
と
し
、
自
己
一
た
商
工
対
策
と
し
て
、
前
述
一
定
習
丘
養
護
軍
の
額
三
い
い
、
け
だ
し

I
Jの
観
光
に
耕
一
瀬
同
一
一
、
五
九
じ
、
八
円
二
一
本
斗
誌
に
か
ふ
る
佐
宇
一
外
に
刀
法
た
く
よ
る
と
と
る
一

円
一
ほ
量
一
農
の
「
童
謡
一
気
と
相
ま
一
塁
の
懸
案
で
ム
た
大
洲
市
一
路
農
泣
り
曲
室
長
の
政
一
品
を
二
分
五
毘
と
ナ
ヲ
」
と
一
の
ご
と
き
沼
代
的
都
市
形
成
の
一
j
j
し
て
、
ひ
と
し
〈
人
間
と
一
し
い
光
、
r

E
勺
て
、
え
も
い
一
凶
で
差
引
二
、
一
一
一

0
0、
リ
一
九
一
次
ト
と
も
な
う

E
C
-
H悶
一
単
独
財
源
は
ま
て
困
難
で
あ
一

4
↑
っ
て
P

T

L
な
ど
の
協
力
を
得
一
体
育
協
会
の
雪
害
児
与
」
と
一
善
振
間
八

ι大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
に
し
、
ま
た
へ
口
日
没
伯
作
い
と
い
一
必
須
要
件
と
し
て
の
工
場
誘
致
一
、
め
福
初
闘

2
文
代
わ
窓
一
わ
れ
ぬ
町
一
組
を
そ
¥
る
こ
と
で
一
コ

C
闘
の
同
ι
な
り
ま
ず
。
一
円
山
誠
一
日
保
百
一

1
1八

l
ι
J混
一

り

ま

す

。

一

年
一
て
、
順
杭
全
校
に
笑
施
す
べ
く
一
は
、
ま
こ
〉
に
忌
忌
し
く
今
後
一
占
め
る
の
み
ゼ
な
く
食
生
所
一
て
け
、
一
三
た
り
七
む
C
国
一
千
観
光
の
完
備
を
勝
力
行
背
宗
一
昔
訳
出
せ
し
が
斗
こ
は
は
い
い
長
一
し
4
5
@

一
…
認
の
内
訳
日
山
U
叫
ん
円
一
収
す
Zr}
とし」
1
て
プ
刀
悶
計
一
は
お
、
教
育
刷
君
主
崎
町
一

世

間

四

日

七

れ

れ

れ

い

完

工

す

刊

行

財

月

間

日

明

功

一

日

付

片

山

川

町

下

問

石

川

リ

リ

U一
-
品
目
日
一

U
U十
円

昨

日

日

目

一

日

目

げ

汁

日

刊

で

い

H
Pす
教

に

y

v
て
一
て
は
は
れ
け
い
い
て
市
し
一
四
日
日

4huurv一
れ

刊

誌

尚

一

抗

日

間

一

下
一
う
よ
い
か
し
、
士
、
科
時
十
一
は
宇
宙
一
十
万
酌

γ
計
上
し
客
三
一
軒
町
佳
に
重
大

R

品

川

-Fし
一
一
心
hu
語
、
サ
ノ
コ
製
作
カ
ヅ
一
汗
」
川
比
二
企
業
丘
町
や
経
常
晶
子
三
」
れ
か
設
置
に
鋭
意
努
立
一
近
代
一
時
都
一
叩
必
設
の
需
品
一
上
ナ
ム
士
一
い
て
!
Y
上
げ
ま
す
。
一
つ
い
℃
は
、
川
内
主
演
に
求
一

一
を
制
す
る
時
代
と
た
っ
て
ま
い
一
さ
て
、
本
年
度
の
賃
喜
一
つ

μ
に
牛
乳
治
?
が
一
闘
い
引
人

7
I
5と
し
て
一
一

C
万
四
号
一
挙
あ
る
い
は
一
川
舗
京
社
誌
な
一
し

Jι
い
り
寸
し
た
結
果
、
と
I

一
条
件
の
怪
備
の
た
め
に
も
、
内
一
歳
へ
の
去
に
市
私
で
あ
り
一
主

2h判
抗
事
業
分
と
し
一
め
職
員

2聡
子

2長
一

一
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
主
と
し
て
の
農
政
に
り
書
及
し
一
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
ー
と
称
せ
ら
一
合
せ
、
酪
阜
商
費
九
五

b
刊
一
ど
に
必
要
μ

予
算
を
計
L

し
し
、
一
日
開
こ
当
局
の
倒
支
撲
と
御
一
治
体

UZの
改
善
む
た
め
に
ー
と
ま
し
て
、
ほ
マ
て
自
主
財
源
会
一
色
よ
け
収
作
製
角
島
本
山
一
と
し
て
計
ー
に
い
た
し
ま
し
た
結
一

一

5
主
円
に
お
い
て
も
文
部
符
心
一
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
や

ι
一
れ
ま
す
所
以
の
も
の
も
、
安
に
一
を
計
l
い
た
し
ま
し
た
心
一
体
質
改
誌
の
カ
策
陀
二
レ

γ
、
一
憶
み
よ
り
、
ょ
う
そ
¥
そ
の
一
ム
場
一
訪
訟
の
必
目
立
は
今
一
史
巾
一
市
前
に
涼
め
る
こ
と
は
、
げ
だ
一
ヘ
川
畑
、

f
)
0
0闘
一
雲
山
一
年
度
に
広
い
れ
し
ノ
コ
七
一

一
方
針
に
警
円
¥
中
学
校
の
主
主
も
す
れ
ば
無
計
画
、
な
導
主
義
一

f
に
ま
q

る
も
の
と
息
、
い
ま
一
そ
の
徐
二
は

FLJ(緩
む
喧
庄
一
上
旬
弥
カ
な
市
出
を
う
な
が
す
一
里
会
み
る
に
烹
り
、
近
く
こ
↑
寸
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
乞
ふ
れ
ノ
一
し
設
い

U

で
あ
り
ま
す
む
し
か
お
一
ザ
民
間
叫
に
と
も
な
う

umJμ
つ
つ
守
、

f
，一C
に
い
刊
む
墳
と
な

す
一

K
お
い
て
幕
内
全
己
主
点
を
一
的
戦
後
め
農
林
行
政
か
ふ
寸
や
一
す
。
春
先

7174か
に
輝
く
健
一
特
に
水
稲
の

mFq誌
で
あ
り
一
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
根
本
的
一
れ
が

FF
乱
待
1
2
一
、
え
の
た
一
ま
し
て
、
十
で
に
閉
山
一
十
一
二
に
、
遺
憾
な
が
ら
で
巾
の
場
合
一
備
口

m
Zど
一

り

ま

寸

u

3
一
お
き
、
喜
一
差
別
学
的
に
分
析
一
「
所
得
を
い
か
に
増
や
ま
し
一
村
の
こ
L

か
L
こ
で
円
然
の
大
一
ま
す
G

一
に
は
重
工
「
か
%
の
た
く
ま
一
位

FFJ昨
日
を
進
め
三
半
年
一
瓦
工
場
誘
致
じ
川
閉
ま
で
巾
税
一
黒
人
宅
」
算
翌
日

J

一
二
十
一
六
五
二
、

J
0
0隊
一
以
上
で
一
般
会
計
に

-Jる

一
し
た
夜
祭
主
喜
必
須
の
科
目
一
と
い
う
刑
務
追
求
の
ま
章
一
引
を
消
駅
し
て
、
静
か
に
牧
草
一
水
古
川
や
じ
主
、
農
業
経
営
一
し
い
商
攻
に
日
耐
え
、
日
主
主
一
二
り
よ
か
、

J

め
伐
hU

方
ぷ
以
一
員
会
を
設
け
、
出
百
九
班
長
、
一
一
一
宮
町
夕
、
ず
、
出
ぷ
比
笠
消
防
自
動
山
北
入
補
助
二
一
ぬ
の
説
明
を
終
り
?
た
が

一
を
と
り
あ
げ
、
主
す
る
と
と
一
政
に
移
行
し
た
今
日
の
進
事
一
に
親
し
む
乳
午
の
い
日
景
ゃ
、
一
二
一
上
基
一

V
E川
一
ぷ
で
あ
り
、
一
の
ロ
主
民
神
に
ま
つ
べ
き
も
一
f

忠
弘
正
式
に
設
会
喜
一
も
る
い
は
刷
出
合
h
u
ど
を
民
一
し
γ
長
1
1
ー
に
位
し
、
税

E
一
」
ハ
六
心
、
一
U
O
O門
一

つ

ぎ

に

、

日

去

に

ペ

い

吉

一

と

む

り

ま

し

た

。

一

4
業
経
営
に
お
い
て
、
酪
慎
一
卜
々
し
よ
う
遣
す
る
住
然
丈
一
辺
時
、
裁
培
技
術
は
め
ぎ
ま
し
一
の
と
右
ず
る
〈
ノ
の
で

b
iヰ
一
を
え
る
」
と
に
い
た
し
、
長
一
ろ
て
参
り
ま
し
た
が
、
一
応
水
一
と
ゴ
し
出
国
詐
巾
h
U
N
Vべ
が
ふ
た
州
北
中
島
広
告
「
一
九
体
摂
場
一
て

m
l仁
げ
ま
1
Q

『

主
よ
り
て
、
本
年
度
よ
り
五
カ
年
一
府
樹
、
園
去
な
ど
の
商
品
作
尚
一

L
牛
の
一
宮
、
ま
さ
に
の
一
い
進
歩
を
み
つ
t
-

あ
り
ま
す
が
一

L
か
し
、

5
4
2喜
一
五
日
切
な
る
姿
望
に
応
え
一
津
川
対
策
と
半
島
の
川
と
一
税
収
め
自
に
も
如
実
に
表

1
2目
一

同

誌

健

康

撲

は

、

昨

年

陵

一

一
主
目
標
と
し
℃
逐
次
そ
の
教
材
一
の
農
家
経
済
に
占
め
る
生
日
一
と
う
ゆ
く
民
村
の
す
一
体
化
さ
れ
た
一
市
は
発
起
以
来
す
で
に
早
期
裁
一
和
の
和
民
と
し
て
、
主
主
千
一
た
い
所
J

で
そ
り
ま
す
υ

一
の
ぞ
成
に
よ
る
訪
苧
し
の
悪
条
一
て
お
り
ま
す
。
十
戸
、
一
一
一
九
、
仁
り

C
円
一
よ
り
ま
叩
に
市
川
ぬ
い
た
し
ま
1

↑

一
備
品
の
充
実
4V}
図
り
、
室
主
一
急
速
に
増
夫
し
と
参
り
ま
ー
と
曲
戸
か
な
平
和
な
象
徴
で
も
ふ
万
一
位
六
唱
団
子
の
改
良
、
と
消
章
、
採
一
万
り
を
mい
引
浪
肢
と
し
て
中
小
一

2
4、
健
一
品
策
め
一
主
件
の

uaを
芸
民
一
と
し
て
本
川
和
一
す
な
わ
弘
、
税
源
豊
左
足
斗
一
一
町
三
洋
小
学
校
改
築
補
問
一
だ
が
、
昨
日
会
の
ζ

協
力
も
得
一

J
U
一
ん
引
験
研
究
に
処
す
る
目
的
を
も
一
現
況
に
か
ん
が
み
、
新
た
な
と
き
よ
7
0

一
奮
闘
の
築
許
指
導
、
病
虫
害
の
一
企
業
融
資
制
日
正
幸
け
、
か
な
一
と
i
て
首
釘
の
全
面
昨
季
川
と
一
的
位
進
の
段
階
忙
川
達
い
た
し
一
向
工
業
都
市
の
杭
の
の
ー
に
反
一
四
一
一
一
一
、
山
一

C
U凶
一
ま
し
て
順
調
な
歩
み
か
一
い
日
、
」

」
2
、
本

E
5
2
2一

角
度
か
ら
新
し
い
視
主
主
一
一

E
里
は
、
以
後
宮
一
俳
誌
な
と
と
ま
施
策
一
主
主
収
川
て
ま
い
り
ま
し
一
相

f
L皆
同
行
第
五
ま
し
た
の
で
今
回
戸
」
れ
に
必
要
一
し
、
空
気
の
一

E
Z
Z一
R
Z
E宅
玉

県

一

般

会

一

5
り
の
賢
一

一
間
内
に
お
い
て
、
必
要
経
費
を
一
て
、
新
L

い
農
林

E
Z打
土
な
主
を
た
ど
っ
て
ま
い
り
ま
一
を
訪
じ
、
相
当
の
ま
算
を
計
上
一
た
が
、
時
代
市
ノ
要
請
に
か
ん
か
一
備
先
主
流
じ
見
、

-E涼と池山氏一な一一一
ωお
条
引
を
旧
日
出
す
ず
さ
」
と
一
場
合
は
、
お
上
そ
古
地
い
も
の
一
七
‘
一
、
ム
ハ
{
一
、
山
一
れ
を
行
必
ず
、
独
立
探
算
の
わ

γ

↑

一
予
算
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
一
た
て
、
こ
れ
を
強
カ
に
笠
注
し
一

1
夕
、
昭
和
一
一
干
年
焦
約
旦
し
て
年
々
顕
著
九
効
果
、
を
牧
し
め
て
で
更
に
一
千
石
一
必
め
て
日
歩
一

FJ
張
主
引
し
、
断
え
す
意
、
を
一
と
い
た
し
ま
L
た
。
一
が
お
川
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
一
数
十
宵
F
一

ゐ

与

補

助

一

透

L
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
一

1

つ
ぎ
に
、
教
職
員
数
育
研
修
一
て
参
り
ま
す
こ
と
は
、
で
で
一
農
地
μ

に
き
た
か
う
け
る
や
乳
一
て
参
っ
て
お
り
ま
す
が
、
十
全
一
↑
一
語
二
四
百
金
利
仰
い
「
主
主
内
庁
、
一
注
し
て
事
ま
し
大
い
か
、
仕
と
り
ぎ
に
わ
れ
誉
市
長
条
例
に
つ
一
さ
き
に
れ
わ
れ
た
同
震
に
減
税
一
二
パ
問
、
九
心
仁
円
で
」
と
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
↑

d
J
一
州
に
円
い
て
申
上
げ
ま
す
。
一
目
易
自
由
化
に
と
も
な
う
が
よ
牛
創
出
熱
が
急
速
度
に
ぼ
つ
興
一
誌
に
一
引
尺
枠
一
歩
を
主
、
一
保
証
甲
一

f
(

へ
納
む
べ
き
五
回
吉
一

1mRbEAUEtれ
ま
し
一
い
て
山
し
上
げ
ま
す
ο

一
お
よ
び
地
一
ハ
リ
比
三
部
改
正
な
一
/
い
川
五
、
八
-
一
一
、
旦
)
刊
一
ま
す
し
一

命
救
官
民
の
研
修
は
年
と
と
LL
一
食
糧
食
品
川
υ
恐
威
を
受
け
る
こ
一

L
、
警
組
合
を
国
体
と
L
三
只
ー
氷
山
路
兆
一
設
の
作
久
化
に
よ
Z
一
融
資
保
証
料
/
過
を
市
費
負
釦
一
た
メ
洲
広
む
厚

9
2む
し
さ
一
木
山
じ
凶
ボ
近
江
乎
人
勉
学
一
ど
に
よ
る
影
響
は
低
釘
語
圏
一
と
な
り
ま
寸
が
、
前
年
度
は
太
一
つ
ぎ
に
、
上
水
村
一
持
動
公
計
一

↑
に
盛
況
を
み
つ
よ
り
ま
L
て
一
と
必
至
の
将
来
を
考
え
ま
す
時
石
い
タ
'
ブ
の
依
料
主
義
か
ら
石
与

umし
、
か
ん
が
い
即
応

-
E
L
、
業
者
の
誌
負
担

JZ一
村
に
三
さ
き
の
語
会

1
2と
し
て
ヘ
そ
の
名
一
品
〈
浩
一
三
十
本
市
に
お
い
亡
は
此
恥
一
出
川

F
L

民
築
ー
川
一
日
一

2
1一
に
ハ
い
て
山
上
い
主
万
一

ム
一
そ
の
品
川
芳
夫
持
品
次
良
好
な
一
最
も
然
引
の
急
お
と
J

に
山
す
る
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械
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引
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れ
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櫓
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あ
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付
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